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１．中海・宍道湖の現状～地域概況～

○中海・宍道湖は、島根県と⿃取県の県境に位置し、中国⼭地の船通⼭を源とする
⼀級河川斐伊川の下流域に位置する、⽇本最⼤の連結汽⽔湖

○宍道湖は、平均⽔深が⾮常に浅く湖底地形もなだらかで、⾵による撹乱や⽇射に
よる⽔温上昇など気象による影響を受けやすい

○中海も平均⽔深が浅く、特に⽶⼦湾は閉鎖性が強い

宍道湖 中海
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２．中海・宍道湖の現状～水質・底質状況～

○⽔質観測を昭和48年から⾏っているが、基準を満たしていない状況が続いている
○⽔質悪化にともなう富栄養化現象が発⽣しており、宍道湖ではアオコ、中海では
⾚潮が継続的に発⽣

■⽔質の変遷
ＣＯＤ

リン

窒素

■⾚潮・アオコの発⽣状況



３．中海・宍道湖の現状～湖の自然浄化機能の低下～

○湖内の流⼊負荷が増加したことと、埋⽴・⼲拓等による⾃然湖岸や浅場・藻場の
減少など湖の⾃然浄化機能が低下したことにより、湖内の負荷量バランスが変化
し、⽔質・底質の悪化が進⾏

■宍道湖の湖岸形態の変化

宍道湖では人工湖岸により植生湖岸が減少！

・生物が住みやすい砂浜
が形成されている。

自然湖岸

人工湖岸

・人工湖岸で波が反射するな
どして生物が住みにくい。
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■中海の埋⽴・⼲拓実施状況
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中海では干拓事業により
浅場が減少！

■藻場の減少

■底泥の状況

・泥が堆積して水質が悪化
・底泥巻き上げによる透明度低下
・栄養塩（窒素・りん）の溶出
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４．湖沼水質保全計画～国の事業の位置づけ～

○平成元年に⽬標とする⽔質、関係機関の役割分担を定めた湖沼⽔質保全計画を策定
○計画には⽔質保全に資する事業として、汚濁負荷量の削減を⽬的とした⽣活排⽔対
策のほか、湖岸域の環境改善を⽬的とした湖沼等の浄化対策が位置づけられている

○国（河川管理者）は湖沼等の浄化対策の⼀貫として、浅場整備、覆砂により、⽣物
の良好な⽣育・⽣息環境の保全・復元を図り⾃然浄化機能の改善に取り組む



５．水環境整備の経緯

①浚渫（Ｓ52〜Ｈ12）…⽶⼦湾の⽔質改善を⽬指して⿊⾊汚泥１００万ｍ３を浚渫
②窪地覆砂（Ｈ12〜Ｈ15）…最も⽔質・底質の状況が悪い窪地を中⼼に薄層覆砂
⇒⼀定の効果（底泥からの溶出抑制等）を上げてきたが、
周辺⽔域から新⽣堆積物（新たなヘドロ）の堆積を確認＝効果の持続性に課題

⇒沿岸部に着⽬した新たな環境整備対策＝浅場整備・覆砂事業の実施（H16〜）

■浚渫

■窪地覆砂

■以前の⽔質改善対策の課題



６．浅場整備・覆砂事業の概要

○宍道湖では浅場整備、中海では浅場整備・覆砂を実施
○⼈⼯化された湖岸前⾯の沿岸部に浅場を整備し、波浪による巻き上がりを防ぎ、
透明度の向上を図るとともに、⽣物の⽣息環境を再⽣し、湖の⾃然浄化機能の
回復を図る

○覆砂により湖底の汚濁底泥からの栄養塩溶出を抑制する

■整備前と整備後のイメージ
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７．事業の進め方：適合的管理（アダプティブ・マネジメント）

○湖沼の環境改善には、流動、⽔質、⽣物など湖に関する専⾨的で多様な知識と、
湖を⾒守る地域の協⼒が不可⽋

○学識者、⾏政が⼀体となり、環境改善計画の作成、整備、モニタリングを実施
○新たに⽣じる課題を整理し対応策の検討を⾏い、さらなる改善施策を実施

■適合的管理
（順応的管理）



８．Plan 計画 ：学識者の意見を聞く、関係者との情報交換

○沿岸環境検討会：⽣物等の専⾨家の意⾒を伺いながら、現場施⼯における課題を
抽出し解決するための意⾒交換や、事業の整備効果を踏まえ改善案の検討を⾏う

○地区別情報交換会：河川管理者が関係者（地域住⺠・団体・漁協・ＮＰＯ等）に
対して改善計画を提⽰し、意⾒を聞きながら合意形成を図る

■沿岸環境検討会
・平成16年に出雲河川事務所が独⾃に設置
・⽬的：⽣物環境として重要な沿岸域の環境改善を実施するため、⽣物、⽔質、

底泥、流動等総合的な知⾒により改善技術の検討を⾏う

海岸⼯学、⽔産振興
⿂、シジミ、⿃、⾍、植⽣

の専⾨家
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■地区別情報交換会
・漁業従事者の要望や周辺地域の
ニーズを反映させた⽔環境整備を
実施するため、宍道湖の⽔環境の
経過や現在の状況（モニタリング
結果等）、⽔質保全に関する取組、
当地区にて⾏う⼯事概要について
説明し、意⾒交換を⾏う



15年⽬を迎えた浅場整備・覆砂事業
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⻄岸なぎさ ⼤垣

分かりやすい整備指標

スロープベースなしスロープベースあり

景観保全基盤の安定
浅場の確保 ⽣物の移動を妨げない 寄り藻問題 漂砂の防⽌

消波⼯の削除 突堤の嵩上げ ⽊杭の削除 構造物に頼らない浅場整備

９．中海及び宍道湖の浅場整備・覆砂事業の15年

■整備延⻑

（縦軸はｍ）



１０．Do 実行 ：浅場整備手法の適合的改良

○事業開始時点では、のり⽌め⼯で沖合⽅向の漂砂を抑えていた
○事後モニタリングにより、整備箇所内の基盤が安定していないことが判明
○原因①横⽅向の漂砂による供給⼟砂不⾜

⇒漂砂防⽌構造物（⽊杭など）の設置による底質の安定化
○原因②波の集中による局所洗掘

⇒波浪抑制施設の設置による波浪抑制（消波構造物など）

■浅場整備の構造の改良（漂砂の防⽌）

土砂の再投入では波浪の際に再び漂砂して
しまう

漂砂防止設備の設置（例）

湖岸の後退

漂砂防止堤

消波工



１１．Do 実行 ：浅場整備手法の適合的改良

○問題点①⾼波浪時は突堤を越える漂砂が発⽣するため、広域的なモニタリングと
整備箇所以外の周辺エリアも含めた浅場機能の評価を⾏う必要がある

○問題点②⼤規模な消波⼯等の背後では、流れが停滞し、寄り藻や泥質の堆積が⾒
られたため、消波⼯背後の⽔の流れを考慮した改良を⾏う必要がある

■浅場整備の構造の改良



１２．Adjustment 改善 ：浅場整備手法の適合的改良

○新たに形成された浅場箇所も、砂浜による⽔環境改善効果等が期待される
⇒H27沿岸環境検討会において、構造物に頼らない浅場造成への発想の転換

■H27沿岸環境検討会
における指摘事項



１３．Adjustment 改善 ：浅場整備手法の適合的改良

○構造物に頼らない浅場造成
①突堤⼯：沿岸漂砂を防⽌し、砂浜を安定化させる必要がある場合設置

＝周辺に⽀川の出⼝、漁港等がある場合
②養浜⼯：砂浜を形成するために設置
③のり⽌め⼯：⽣物の移動経路を阻害する可能性があり、可能な限り設置しない

が、養浜⼯が岸沖⽅向の50m以上に広くなる場合に設置

■構造物に頼らない浅場造成（漂砂を許容）
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１４．Do 実行 ：地域との協働（ヨシ植え）

○宍道湖では、過去に浅場造成を実施した箇所において、住⺠・⺠間・⾏政が連携
して⼦供たちを中⼼に⽵ポットによるヨシ植栽活動を実施
（ヨシ帯の整備が進んできたことから、今後は⾃然の⼒によるヨシ帯の拡⼤を⽬
指す⽅針とし、ヨシ植栽活動は平成25年度をもって終了）

○⼀⽅で、植栽したヨシ帯内に漂着ゴミや枯れた植物体の堆積が確認され、ヨシの
成⻑が阻害される等の課題が⽣じた

ヨシ植栽5年後

■宍道湖でのヨシ植栽

ヨシ植栽活動
（啓発イベントとして実施）

… 平成13〜25年度にかけて、延べ
約12000⼈が参加。植栽本数
17700本程度のヨシを植栽。

（平成25年度で終了）

漂着ゴミと枯れた植物体の堆積
（現地調査）

■ヨシ帯の課題



１５．Do 実行 ：地域との協働（ヨシ刈り）

○このため、ヨシ帯の維持管理について計画を作成し、平成25年度からボランティ
アによる刈り取りを⾏っている

○引き続き地域住⺠や関係機関の協⼒を得ながら取り組みを進めていく予定

（１）植栽したヨシ帯について、①地上部の刈り取り、②還元層の除去、③漂着ゴミと枯れた植物体の除去を行う。
（２）ヨシの地上部は、枯れた後3年程度は地上に残るとされていることから、刈り取り区全体（約5.1ha）を3年周期で刈り取る

（年間約1.7ha）。
（３）まずは小面積での刈り取りをスタートさせ、徐々にボランティアを増やして刈り取り体制を整えていき、理想的な刈り取り

（3年周期）を目指す。
（４）刈り取りの時期は、ヨシに依存する動物の繁殖等への影響が小さい冬季（非繁殖期）とする。

■ヨシ植⽣帯管理計画について

■宍道湖でのヨシ刈取り（平成25年度から開始）



１６．補足：地域との協働（水辺利用）

○松江イングリッシュガーデン前砂浜再⽣プロジェクトは、利⽤者の利活⽤が⾒込
まれるため、国：「浅場造成事業」 松江市：階段整備等 で連携

○⽔環境改善の啓発活動の⼀環：市⺠が⽔とふれあう機会の増加や、宍道湖の⾃然
環境を守ろうとする意識の⾼まりを期待

■⽔辺利⽤施設としての浅場



１７．補足：地域との協働（水辺への関心増）

○宍道湖では松江⽔郷祭、中海ではサーフィンや⽔上スキーなどのスポーツや釣り
など、観光やレクリエーションに利⽤されている

○良好な⽔環境が確保されたことにより、⽔辺の賑わいを創出するイベントや遊覧
船を利⽤した観光も促進されており、宍道湖周辺の観光⼊込客数も増加している

■中海・宍道湖の⽔辺利⽤
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アマモ植栽（中海）

⿃類調査

事業効果の確認

⽣物調査
（⼆枚⾙、海草藻
類）
物理環境調査
（基盤、底質、⽔質）

湖沼計画

浅場
整備⼿法

漂砂の防⽌

漂砂の許容

寄り藻問題

⽣物多様性

下意東

物理的に漂砂を⽌めない

漂砂防⽌構造物
消波⼯の追加

⼤崎

秋⿅

⻄岸なぎさ ⼤垣

分かりやすい整備指標

スロープベースなしスロープベースあり

景観保全基盤の安定
浅場の確保 ⽣物の移動を妨げない 寄り藻問題 漂砂の防⽌

消波⼯の削除 突堤の嵩上げ ⽊杭の削除 構造物に頼らない浅場整備

９．中海及び宍道湖の浅場整備・覆砂事業の15年

■整備延⻑

（縦軸はｍ）



１８．Check 確認 ：事業のモニタリング項目

○浅場モニタリングは、浅場造成・覆砂整備による効果発現状況を把握するため、
施⼯前・施⼯後に浅場造成・覆砂箇所における物理環境・⽣物環境のモニタリン
グを⾏う

○効果が発現されていなければ、原因等を分析し、改善対策を⽴案する

■モニタリング項⽬



１９．Check 確認 ：事業のモニタリング項目の追加

○沿岸環境検討会の助⾔を受け、事業実施前後に環境調査を実施しており、
モニタリング項⽬の追加を⾏った

○モニタリング結果後の浅場整備・覆砂の課題について改善に向けての検討を実施
○⽔草の異常繁茂など、想定していない環境変動があり、⽔草の繁茂や枯死が⽔質
に与える影響などの調査・分析を⾏った

■モニタリング項⽬の追加

・横断測量

・鳥類調査

・新生堆積物調査

・二枚貝生息調査

・水草異常繁茂の調査・分析

〈追加内容〉

浅場整備箇所における整備後の漂砂につ
いて状況確認

気候等の要因による生息状況の
変動がある場合は追加調査を実施

鳥類の生息・利用状況を調査し、浅場整備
効果の把握

覆砂上の新生堆積物の堆積状況の把握

宍道湖では、繁茂した水草が枯死し、
悪臭が発生するなどの課題があった
め、繁茂状況の調査と分析を実施。

継続調査

追跡調査

改善後調査

事後調査

事前調査

継続調査

追跡調査

改善後調査

事後調査

事前調査

追加調査

追加調査

4 2

4

凡例：赤文字 追加調査地区数

2

2

3 3 3

7

4

凡例：赤文字 追加調査地区数

H37

H37

(回)

(回)

モニタリング年間調査回数



２０．Check 確認 ：浅場整備効果のモニタリング

○整備箇所の外に、漂砂箇所についてもモニタリング調査を実施
○ヤマトシジミの個体数：ほとんどの地点で増加、漂砂箇所にも⽣息
○ヤマトシジミの⽣息条件：概ね⽣息条件（シルト粘⼟含有量が10％以下）を満⾜
○浅場整備により、沿岸域の透明度も向上していることも確認

■ヤマトシジミの個体数・湿重量の⽐較
■シルト・粘⼟含有率の⽐較

■漂砂箇所状況

kaneko-y
長方形



２１．Check 確認 ：覆砂効果のモニタリング

○⽔質調査（錦浜地区）の⼀例
○窒素及びリンともに若⼲の年変動は⾒られるものの、概ね対照地点より（⾚線グ
ラフ）も低い値で推移

○覆砂により、底質環境が改善され、栄養塩の溶出抑制効果が確認された

■覆砂箇所のモニタリング ■アンモニア態窒素（NH４-N）の変化

■溶解性リン酸態リン（DPO４-P）の変化

※図中のHiビーズは⽯炭灰造粒物と同義



２２．Check 確認 ：総合的な整備効果

○浅場整備により、波浪が抑制。また、沿岸域の透明度も向上していることも確認
○浅場整備により、⽔際環境が改善され、湖岸の⾃浄効果や景観改善、⽣物の⽣息
状況改善効果が確認された

○覆砂により、底質環境が改善され、栄養塩の溶出抑制効果が確認された

■総合的な整備効果
【波浪抑制】

※沿岸域の透明度の向上

【水際環境の改善】
※沿岸域の景観改善と

自然浄化機能の向上

【底質の改善】
※底泥からの溶出抑制



２３．今後の整備について

○H16以降、宍道湖では5.5km、中海では10.0kmの浅場造成・覆砂整備
○個々の箇所では整備効果が発現されており、その効果も住⺠の⽅に理解され、
⽔辺への関⼼も⾼まってきている

○引き続き適合的管理により構造の改善を加えつつ整備を進め、湖の⾃然浄化機能
向上を図る

宍道湖 浅場造成整備延長：5.5ｋｍ 中海 浅場造成・覆砂整備延長：10.0ｋｍ

■今後の整備について

人工湖岸化や水深の浅い場所の減少等により失われたかつての良好な湖沼環境の再生を目指し、
人工化された湖岸前面の沿岸部において、生物が生息・生育可能な環境を再生し、湖の自然浄
化機能を回復させ、水質の改善に努める


